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福島県県中保健福祉事務所

                       平成２９年第２3週　県中保健福祉事務所感染症レター　　           (H29.6.5～H29.6.11)
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【感染症発生動向調査】　   ※定点医療機関からの情報をもとに集計  【学校欠席者情報】　※保育園、幼稚園、小中学校、高等学校の欠席者情報です。

県中地域の状況

〈流行性耳下腺炎の流行が続いています〉
　田村地区で流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）の流行が続いています。流行性耳下腺炎の主な症状は、耳の下や顎の
下の腫れ、咳、鼻水、発熱等です。予防法として最も有効なのは、予防接種を受けて免疫を獲得しておくことです。
流行性耳下腺炎の予防接種は任意ではありますが、発症を防ぐため、重症化を予防するために重要となりますので、
積極的な接種が推奨されます。
〈感染性胃腸炎の小流行が続いています〉
須賀川・岩瀬地区で感染性胃腸炎の小流行が続いています。例年、春～初夏にかけて、ロタウイルスによる感染性胃
腸炎の患者が多くみられます。ロタウイルスは感染力が強く、ごくわずかなウイルスが体内に入るだけで感染してし
まいます。感染を広げないためには、手洗いの徹底、次亜塩素酸ナトリウムによる適切な処理等が重要です。

この情報に関するお問い合わせ先：県中保健福祉事務所 医療薬事課 感染症予防チ－ム

ＴＥＬ：0248-75-7818  E-mail：kenchu_kansensyoyobou@pref.fukushima.lg.jp

咽頭結膜熱（プール熱）に注意しましょう

咽頭結膜熱（プール熱）とは
・アデノウイルスの感染により、発熱(38～39)、咽頭炎、結膜炎といった症状をきたす小児に多い疾患です。

・プールでの接触やタオルの共有、患者の咳やくしゃみなどが感染経路となります。

・通常6月頃から徐々に流行しはじめ、7～8月にピークとなります。

※今年は咽頭結膜熱が全国的に流行しており、患者数は2007年以降最多となっています

予防するためには

①流水と石けんによる手洗いの徹底 ②タオル等を共有しない

３０秒以上時間を

かけて、しっかり

洗う

③プールの後はシャワーを浴びる

詳しくは、厚生労働省ホームページへ

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou17/01.html


